
事業再評価調書 

 

 事業体：東総広域水道企業団

補 助 事 業 名 水道水源開発等施設整備費 補助区分 水道水源開発施設整備費 

事  業  名 霞ヶ浦導水事業 補助工期 昭和６０年度～平成２２年度 

事  業  費 １，９００億円 

当企業団負担額 ７億６千万円 
進 捗 率 ７５．８％（事業費ベース） 

１ 事業の概要 将来の水需要に的確に対応するため、霞ヶ浦導水事業に利水参画するこ

とにより、毎秒 0.114m3 の水源を確保するものである。 

２ 補助採択後

の事業を巡る

社会情勢等

の変化 

本再評価の実施にあたり作成した水需要計画では、景気の低迷等により

工業団地、臨海工業地帯の計画が中止・縮小になったこと及び節水意識の

浸透、節水機器の普及、将来的な少子化傾向等に伴う人口の減少により、

水需要が大幅に減少した。 

３ 補助採択後

の事業の進捗

状況等 

(1) 用地取得の見通し 

那珂導水路の水戸トンネル区間（約 6.8 ㎞）については完了し、石岡トン

ネル区間は、一部区分地上権が残っているが、手続きが継続して行われて

いる。 

(2) 霞ヶ浦導水事業における平成１８年度までの進捗率は、７５．８％（事業費

ベース）となっている。現在、那珂導水路工事、諸調査等が中心に進めら

れている。 

(1) コスト縮減 

継続と中止の場合を比較すると、霞ヶ浦導水事業完成後に発生する維

持管理費負担金の削減が可能である。 

４ コスト縮減及

び代替案立

案の可能性 

(2) 代替案の立案 

本再評価の実施にあたり作成した水需要計画では、将来的な水需要に

対して霞ヶ浦導水事業を除く既存の水利権で対応可能である。 

５ 対応方針 本再評価の実施にあたり作成した水需要計画では、社会経済情勢等の変

化により、霞ヶ浦導水事業に参画した当初の見込みと大幅に乖離した状況

であり、本水源の水需要が発生する見込みはない。よって本事業は中止する

ものとする。 
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